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第
２
回
定
例
県
議
会
は
、
６
月
17

日
に
開
会
し
、
７
月
１
日
ま
で
の
15

日
間
に
わ
た
り
開
催
し
た
。

　
開
会
後
、
冒
頭
に
広
瀬
知
事
及
び

波
多
野
教
育
委
員
長
か
ら
教
員
採
用

に
係
る
贈
収
賄
容
疑
で
県
教
育
委
員

会
職
員
等
が
逮
捕
さ
れ
、
教
育
行
政

に
対
す
る
県
民
の
信
頼
を
裏
切
っ
た

こ
と
に
つ
い
て
陳
謝
が
あ
っ
た
。

　
阿
部
議
長
か
ら
の
諸
般
の
報
告
に

続
き
、
牧
野
議
会
運
営
委
員
長
か
ら

本
会
議
で
の
議
論
の
内
容
を
県
民
に

わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め
、
質
問
答

弁
方
式
に
一
問
一
答
方
式
や
分
割
方

式
を
取
り
入
れ
る
た
め
の
県
議
会
会

議
規
則
の
一
部
改
正
が
提
案
さ
れ
、

可
決
さ
れ
た
。

　
広
瀬
知
事
か
ら
、①
地
震
減
災
プ

ラ
ン
の
策
定
、②
道
路
特
定
財
源
を

巡
る
動
き
、③
大
分
県
農
業
協
同
組

合
を
後
押
し
す
る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

委
員
会
の
設
置
の
報
告
が
な
さ
れ
、

条
例
改
正
等
の
提
案
理
由
説
明
が
あ

っ
た
。

　
６
月
23
日
か
ら
３
日
間
に
わ
た
っ

て
行
わ
れ
た
一
般
質
問
に
は
、
12
名

の
議
員
が
登
壇
し
、
福
祉
、
医
療
、

農
林
水
産
、
教
育
等
の
問
題
に
つ
い

て
、
８
名
の
議
員
が
一
問
一
答
方
式

で
、
４
名
の
議
員
が
分
割
方
式
で
質

問
を
行
い
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ

た
。

　
傍
聴
者
に
は
テ
ン
ポ
も
よ
く
、
議

論
の
内
容
が
わ
か
り
や
す
い
と
好
評

だ
っ
た
が
、
白
熱
し
た
議
論
の
た
め

に
予
定
し
て
い
た
質
問
を
省
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
議
員
も
い
た
。

今
後
検
討
す
べ
き
課
題
も
あ
っ
た

が
、
県
民
に
身
近
で
わ
か
り
や
す
い

県
議
会
の
大
き
な
一
歩
を
踏
み
出
し

た
。

　 

各
常
任
委
員
会
は
、
６
月
26
日

に
開
催
し
、
付
託
さ
れ
た
議
案
・
請

願
に
つ
い
て
具
体
的
な
審
査
を
行
っ

た
。

　
最
終
日
に
は
、
各
常
任
委
員
長
の

審
査
結
果
報
告
、
討
論
が
行
わ
れ
、

採
決
の
結
果
、
知
事
提
出
議
案
が
原

案
ど
お
り
可
決
・
同
意
さ
れ
、
提
出

さ
れ
た
請
願
２
件
が
採
択
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
議
員
提
出
議
案
等
11
件
が

提
出
さ
れ
、
９
件
を
可
決
し
、
今
定

例
会
に
付
議
さ
れ
た
す
べ
て
の
審
議

を
終
了
し
た
。

　 

◇
　
◇
　
◇
　
◇
　
◇
　
◇

　
今
年
度
か
ら
始
め
た
議
員
出
前
講

座
が
７
月
８
日
、
大
分
県
立
大
分
東

高
等
学
校
で
行
わ
れ
、
一
年
生
１
５
７

人
に
議
会
の
仕
組
み
や
役
割
な
ど
を

説
明
し
た
。（
４
ペ
ー
ジ
）

　
７
月
18
日
に
は
、
宇
佐
市
で
出
前

県
議
会
を
行
い
、
北
部
地
域
の
振
興

に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換
が
さ

た
。（
５
ペ
ー
ジ
）

　
今
後
の
動
き

◆
特
別
委
員
会
開
催

・
地
域
・
産
業
活
性
化
特
別
委
員
会

　
８
月
28
日（
木
）

・
行
財
政
改
革
特
別
委
員
会

・
安
全･

安
心
な
大
分
づ
く
り
特
別
委

員
会

・
お
お
い
た
ブ
ラ
ン
ド
推
進
特
別
委
員
会

　
９
月
９
日（
火
）

◆
出
前
県
議
会
「
議
員
と
語
ろ
う
イ
ン

西
部
地
域
」
の
開
催

日
　
時
　
11
月
18
日（
火
）

　
　
　
　
13
時
〜
15
時
30
分

場
　
所
　
日
田
市
　
パ
ト
リ
ア
日
田

テ
ー
マ
　
県
西
部
の
地
域
振
興

傍
　
聴
　
ど
な
た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。

　
　
　
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
議
会
事
務
局
政
策
調
査
課

　
　
０
９
７

－

５
０
６

－

５
０
３
４

◆
平
20
年
第
３
回
定
例
会
の
日
程（
予
定
）

　
８
月
27
日（
水
）開
会

　
９
月
２
日（
火
）本
会
議（
一
般
質
問
）

　
　
　
３
日（
水
）本
会
議（
一
般
質
問
）

　
　
　
４
日（
木
）本
会
議（
一
般
質
問
）

　
　
　
５
日（
金
）常
任
委
員
会

　
　
　
８
日（
月
）文
教
警
察
委
員
会

　
　
　
10
日（
水
）閉
会

　
こ
れ
ま
で
の
動
き

◆
特
別
委
員
会
の
動
き

・
行
財
政
改
革
特
別
委
員
会

　
６
月
27
日（
金
）

・
県
立
病
院
、
企
業
局
、
地
域
づ
く
り

機
構
の
取
り
組
み
、
指
定
管
理
者
の

更
新

・
地
域･

産
業
活
性
化
特
別
委
員
会

　
６
月
９
日（
月
）

・
県
境
行
政
の
推
進
、
小
規
模
集
落
対
策

・
安
全･

安
心
な
大
分
づ
く
り
特
別
委
員
会

　
６
月
13
日（
金
）

・
地
球
温
暖
化
対
策
、環
境
教
育
、大
気
・

水
環
境
の
保
全
、
循
環
型
環
境
産
業

の
育
成
、
森
林
吸
収
源
対
策
、
資
源

循
環
型
の
農
林
水
産
業
の
取
り
組
み

・
お
お
い
た
ブ
ラ
ン
ド
推
進
特
別
委
員
会

　
６
月
27
日（
金
）

・
自
然
の
風
景
等
の
観
光
資
源
を
活
用

し
た
取
り
組
み
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推

進
、
九
州
観
光
推
進
機
構
と
の
連
携
、

宇
佐
・
国
東
八
幡
文
化
遺
産
登
録
の

取
り
組
み
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
、
東

ア
ジ
ア
諸
国
と
の
交
通
の
推
進
、
留

学
生
等
を
活
用
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
強
化

県
議
会
本
会
議
中
継

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
中
継
の
ほ
か
、

次
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
局
で
中
継
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
大
分
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
コ
ム

　
大
分
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
Ｃ
Ｔ
Ｂ
メ
デ
ィ
ア（
別
府
市
・
日
出
町
）

　
臼
杵
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト

　
Ｋ
Ｃ
Ｖ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ（
日
田
市
）

（
放
送
時
間
等
は
各
局
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
）

編

集

後

記

　
今
号
か
ら
題
字
は
、
大
分
県
高
等
学
校

文
化
連
盟
の
ご
協
力
に
よ
り
、
高
校
生
に

揮
毫
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
県
議
会
の
新
た
な
取
り
組
み
に
つ
い

て
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。
皆
様
方
の
ご
意

見
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
　
　 

（
貴
）

　
今
回
の
教
育
委
員
会
の
汚
職
事
件

は
、
県
民
に
と
っ
て
青
天
の
霹
靂
で
あ

る
。
行
政
執
行
の
監
視
機
関
で
あ
る
県

議
会
と
し
て
の
役
割
を
果
た
せ
な
か
っ

た
こ
と
、
そ
し
て
教
員
採
用
に
関
し
て

の
一
部
議
員
の
口
利
き
問
題
が
県
議
会

に
対
す
る
県
民
不
信
を
招
い
た
こ
と
を

県
議
会
と
し
て
反
省
し
、
県
民
の
負
託

に
応
え
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　
そ
こ
で
、
県
議
会
と
し
て
は
、
県
の

職
員
の
採
用
や
昇
任
及
び
転
任
、
さ
ら

に
は
入
学
試
験
、
各
種
資
格
試
験
等
に

関
し
て
特
定
の
者
の
利
益
に
な
る
よ
う

な
議
員
活
動
を
禁
止
す
る
こ
と
に
よ

り
、
県
民
の
県
議
会
に
対
す
る
信
頼
の

回
復
を
図
る
。

　
も
と
よ
り
議
員
活
動
は
、
議
員
が
自

ら
の
政
治
信
条
と
責
任
で
行
う
べ
き
も

の
で
あ
る
。
我
々
議
員
は
、
県
民
の
皆

様
の
率
直
な
要
望
を
こ
の
宣
言
で
閉
ざ

す
こ
と
な
く
政
治
活
動
を
行
う
こ
と
を

確
認
す
る
と
と
も
に
、
県
民
不
信
を
招

く
こ
と
の
な
い
議
員
活
動
に
努
め
る
こ

と
を
こ
こ
に
誓
う
。

　
　
　

　
全
員
協
議
会
開
催

　
８
月
18
日
、
県
議
会
議
員
に
よ
る
要

望
活
動
の
制
限
等
に
つ
い
て
、
全
員
協

議
会
を
開
催
し
た
。

　
阿
部
議
長
か
ら
、
教
員
採
用
な
ど
に

関
す
る
議
員
の
口
利
き
行
為
の
問
題
や

議
会
の
監
視
機
能
の
強
化
等
に
つ
い
て

提
案
を
行
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
各
会

派
が
討
論
を
行
い
、
採
決
し
た
。「
県
民

不
信
を
招
く
こ
と
の
な
い
議
員
活
動
を
誓

う
宣
言
（
案
）」
は
、
第
３
回
定
例
会
初

日
に
決
議
す
る
こ
と
と
し
、
８
月
27
日
決

議
を
行
っ
た
。

　
こ
の
他
、
議
長
が
議
会
運
営
委
員
会

に
諮
問
し
て
、
監
視
機
能
の
強
化
策
を

具
体
化
す
る
必
要
な
改
革
を
行
う
こ
と

や
、
文
教
警
察
委
員
会
に
お
い
て
、
教

育
委
員
会
の
汚
職
事
件
に
つ
い
て
集
中

審
議
を
行
う
こ
と
を
決
め
た
。

県
民
不
信
を
招
く
こ
と
の
な
い

議
員
活
動
を
誓
う
宣
言
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一
　
般
　
質
　
問

　
質
問
項
目
は
、
一
人
２
項
目
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。県

民
ク
ラ
ブ

　
賀
来
　
和
紘 

議
員

▼
地
球
温
暖
化
対
策

▼
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

　
　
　
　
　
　 自

由
民
主
党

　
大
友
　
一
夫 
議
員

　
　
　
　
　

▼
道
路
特
定
財
源

▼
指
定
管
理
者
制
度

県
民
ク
ラ
ブ

　
　
久
原
　
和
弘 

議
員

▼
高
校
後
期
再
編
整
備
計
画

▼
農
業
問
題

自
由
民
主
党

　
嶋
　
　
幸
一 

議
員

▼
社
会
資
本
の
維
持
管
理

▼
教
育
行
政

自
由
民
主
党

　
　
　
　
　
　 

首
藤
　
勝
次 

議
員

▼
小
規
模
集
落
対
策

▼
畜
産
振
興

県
民
ク
ラ
ブ

深
津
　
栄
一 

議
員

▼
ひ
き
こ
も
り
対
策

▼
有
害
鳥
獣
対
策自

由
民
主
党

佐
々
木 

哲
也 

議
員

▼
地
方
分
権
改
革

▼
農
業
分
野
へ
の
企
業
誘
致

自
由
民
主
党

佐
藤 

健
太
郎 

議
員

▼
地
震
防
災
対
策

▼
漁
村
の
振
興

県
民
ク
ラ
ブ

首
藤
　
隆
憲 

議
員

▼
行
財
政
改
革

▼
観
光
振
興

無
所
属
の
会

高
村
　
清
志 

議
員

▼
も
の
づ
く
り
産
業
の
振
興
策

▼
人
材
育
成
・
人
材
確
保
策

自
由
民
主
党

毛
利
　
正
徳 

議
員

▼
防
災
体
制
づ
く
り

▼
民
間
人
校
長
の
活
用

公
明
党

河
野
　
成
司 

議
員

▼
少
子
高
齢
化
問
題

▼
格
差
社
会
問
題

国
民
体
育
大
会
・
国
民
障

害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
閉
会

後
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
マ
ス
コ
ッ

ト
「
め
じ
ろ
ん
」
の
活
用

両
大
会
開
催
を
通
じ
て
良
い

宝
物
が
で
き
た
。

　
一
つ
は
県
民
総
参
加
で
盛
り
上
げ

る
た
め
各
地
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活

躍
し
て
い
る
こ
と
。
こ
れ
か
ら
も
地

域
の
発
展
の
た
め
活
動
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

　
も
う
一
つ
は
、
め
じ
ろ
ん
。
県
の

鳥
「
め
じ
ろ
」
に
ち
な
ん
で
大
分
県

の
天
然
自
然
の
豊
か
さ
を
象
徴
し
、

「
か
わ
い
く
て
ガ
ン
バ
ル
」
一
所
懸

命
さ
を
表
現
し
た
も
の
と
し
て
大
会

の
Ｐ
Ｒ
に
活
躍
し
て
い
る
。

　
両
大
会
開
催
を
知
ら
な
く
て
も
、

め
じ
ろ
ん
を
知
っ
て
い
る
人
が
多
い
。

　
折
角
の
財
産
だ
か
ら
県
の
Ｐ
Ｒ
や

地
域
の
皆
さ
ん
の
元
気
の
象
徴
と
し

て
活
用
で
き
な
い
か
、
県
民
の
皆
さ

ん
の
ご
意
見
を
聞
き
な
が
ら
検
討
す

る
。

人
材
確
保
の
た
め
の
Ｕ
・
Ｉ

タ
ー
ン
対
策

大
分
市
に
「
お
お
い
た
人
材

Ｕ
タ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
」
を
設

置
す
る
と
と
も
に
人
材
定
住
情
報
シ

ス
テ
ム
を
活
用
し
た
マ
ッ
チ
ン
グ
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
の
シ
ス
テ
ム

を
利
用
し
て
19
年
度
は
１
１
０
名
の

方
が
県
内
企
業
に
就
職
し
た
。

　
20
年
度
、
新
た
に
就
職
支
援
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
を
構
築
し
て
、
県
内
企
業

の
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
や
求
め
る

人
材
像
な
ど
の
情
報
発
信
に
取
り
組

む
こ
と
に
し
て
い
る
。
大
都
市
部
で

の
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
フ
ェ
ア
に
つ
い
て

は
、
18
年
度
か
ら
福
岡
市
で
実
施
し

て
い
る
が
、
東
京
で
の
開
催
を
望
む

問

問

答

答

中
津
市
地
域
総
合
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
ソ
ー
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

恒
任
　
　
徹
さ
ん

　
高
齢
者
や
障
害
者
等
の
相
談
事
業

を
し
て
い
る
が
、
地
域
の
つ
な
が
り

が
希
薄
に
な
っ
て
い
る
。

　
合
併
で
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
一
元
化

し
た
が
、
地
域
に
あ
っ
た
施
策
や
シ

ス
テ
ム
づ
く
り
が
、
地
域
格
差
を
少

な
く
す
る
。

社
会
福
祉
法
人
こ
こ
ろ
の
樹

理
事
長寄

村 

　
仁
子
さ
ん

　
障
害
者
自
立
支
援
法
に
よ
る
、
障

が
い
者
に
対
す
る
様
々
な
就
労
施
策

は
評
価
す
る
が
、
障
が
い
が
重
い

方
々
の
対
策
が
不
十
分
。

　
地
域
に
よ
っ
て
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

種
類
等
に
差
が
あ
る
。
地
域
任
せ
で

は
な
く
県
が
関
与
し
て
ほ
し
い
。
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
水
辺
に
遊
ぶ
会

理
事
長 

　
　
　
　
　
　
足
利 

由
紀
子
さ
ん

　
中
津
干
潟
及
び
豊
前
海
の
環
境
・

生
物
調
査
、海
岸
清
掃
等
を
通
じ
て
、

地
域
の
自
然
に
関
心
を
持
つ
人
を
増

や
し
、
海
の
環
境
を
改
善
す
る
活
動

を
し
て
い
る
。
海
は
国
・
県
・
市
と

い
う
縦
割
り
で
は
な
く
、
漁
業
、
土

木
、
環
境
な
ど
の
横
の
つ
な
が
り
で

保
全
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

松
本
イ
モ
リ
谷
苦
楽
分
・

ま
つ
ぼ
っ
く
り
農
園

荷
宮
　 

英
二
さ
ん 

　
小
学
校
の
統
合
が
問
題
と
な
っ
て

い
る
。
将
来
の
地
域
づ
く
り
を
担
う

人
づ
く
り
の
た
め
に
も
学
校
の
問
題

は
重
要
で
あ
る
。

　
地
域
の
担
い
手
確
保
の
た
め
、
村

お
こ
し
を
行
う
公
益
的
事
業
が
必
要

で
あ
る
。
こ
の
た
め
企
業
組
合
法
人

「
百
笑
一
喜
」
を
立
ち
上
げ
た
。
　

　
　
　
　
　
　

農
　
業吉

澤
　 

貴
樹
さ
ん

　
農
業
に
夢
と
希
望
を
持
っ
て
飛
び

込
ん
だ
若
者
も
多
数
い
る
の
で
、
サ

ポ
ー
ト
を
お
願
い
す
る
。

　
県
は
農
業
産
出
額
を
上
げ
る
た
め

の
政
策
を
推
進
し
て
い
る
が
、
振
興

作
目
以
外
の
作
目
づ
く
り
に
も
、
支

援
を
し
て
ほ
し
い
。

農
　
業仲

井
　 

貞
一
さ
ん

　
燃
油
や
肥
料
の
高
騰
は
個
々
の
農

家
の
努
力
の
限
界
を
超
え
て
い
る
。

食
の
安
全
の
確
保
と
食
料
自
給
率
を

上
げ
る
た
め
、
農
業
に
補
助
金
を
つ

け
て
ほ
し
い
。

　
県
と
農
業
団
体
は
一
体
と
な
っ

て
、
農
業
で
頑
張
っ
て
い
る
人
に
手

厚
い
支
援
を
し
て
ほ
し
い
。

久
恒
森
林
株
式
会
社
専
務

久
恒 

雄
一
郎
さ
ん

　
木
材
の
利
用
促
進
が
進
ん
で
も
、

環
境
保
全
な
ど
山
の
持
つ
多
面
的
機

能
を
守
れ
な
い
。
環
境
や
景
観
に
や

さ
し
い
林
業
活
動
の
支
援
を
し
て
ほ

し
い
。

　
林
業
は
環
境
・
建
築
・
バ
イ
オ
な

ど
他
産
業
と
も
関
係
が
深
い
。
県
の

資
源
価
値
を
高
め
る
た
め
、
組
織
横

断
的
な
取
り
組
み
を
し
て
ほ
し
い
。

浜
の
輪
フ
レ
ン
ド

岡
崎
　
　 

都
さ
ん

　
地
元
を
元
気
に
、
中
津
の
名
産
を

つ
く
り
た
い
と
い
う
思
い
で
、
県
の

「
ワ
ン
コ
イ
ン
ふ
る
さ
と
求
評
会
」

に
応
募
し
た
。「
ベ
タ
の
一
夜
干
し
」

と
「
ベ
タ
の
か
ら
か
ら
干
し
」
が
２

年
連
続
最
優
秀
と
な
っ
た
。

　
地
域
の
活
性
化
の
た
め
設
備
を
拡

充
し
た
い
の
で
、
県
の
指
導
や
補
助

を
お
願
い
し
た
い
。
　

豊
後
高
田
市
昭
和
の
町

新
町
２
丁
目
商
店
街
会
長

　
　
　
　
　
　 

清
末
　 

浩
一
さ
ん

　
若
手
を
中
心
に
起
業
家
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
が
、

ネ
ッ
ク
の
一
つ
が
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
。

　
民
間
で
資
金
調
達
で
き
る
仕
組
み

を
考
え
て
い
る
。
民
間
が
基
本
だ
が
、

行
政
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
も
お
願
い
し

た
い
。

宇
佐
市
工
業
連
合
会
会
長

 

岡
本
　 

勝
美
さ
ん

　
自
動
車
産
業
の
経
済
効
果
は
大
き

く
、
県
民
に
自
動
車
関
連
産
業
の
下

請
け
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
よ
う
ア
ピ

ー
ル
し
て
ほ
し
い
。

　
地
場
企
業
に
進
出
企
業
並
み
の
有

利
な
融
資
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
補
助

制
度
を
設
け
て
ほ
し
い
。

出
前
県
議
会
「
議
員
と
語
ろ
う

                  

イ
ン
北
部
地
域
」

 

「
県
北
部
（
中
津
市
、豊
後
高
田
市
、

宇
佐
市
）
の
地
域
振
興
」
を
テ
ー
マ

に
、
地
域
の
各
分
野
で
活
躍
さ
れ
て

い
る
10
名
の
方
々
と
県
議
会
か
ら
阿

部
議
長
、
近
藤
副
議
長
、
広
報
委
員

や
地
元
の
議
員
13
名
が
出
席
し
、
活

発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。
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県
議
会
の
傍
聴

　
本
会
議
や
委
員
会
の
傍
聴
を
ご
希

望
の
方
は
、
日
程
を
確
認
の
上
、
当
日
、

県
議
会
受
付
ま
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
本
会
議
場
で
の
傍
聴
に
つ

い
て
は
、
盲
導
犬
等
の
同
伴
が
で
き

ま
す
。

　
手
話
通
訳
又
は
要
約
筆
記
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
本
会
議
の
前
日
ま
で

に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

：

議
会
事
務
局
議
事
課

　
　
０
９
７‐

５
０
６‐

５
０
２
１

企
業
も
あ
り
、　
実
施
に
つ
い
て
検

討
す
る
。

学
校
施
設
の
耐
震
診
断
及
び

耐
震
改
修
計
画
に
つ
い
て

　
可
決
・
承
認
さ
れ
た
議
案

（
議
員
提
出
）　

　
意
見
書
（
７
件
）

▽
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
施
策
の

積
極
的
な
展
開
を
求
め
る
意
見
書

▽
道
路
整
備
財
源
の
確
保
に
関
す
る

意
見
書

▽
急
傾
斜
地
崩
落
対
策
事
業
に
お
け

る
採
択
基
準
の
緩
和
を
求
め
る
意

見
書

▽
長
寿
医
療
制
度
（
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
）
に
関
す
る
意
見
書

▽「
嫡
出
推
定
」
に
関
す
る
民
法
改
正

と
救
済
対
象
の
拡
大
を
求
め
る
意

見
書

▽
携
帯
電
話
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
を

求
め
る
意
見
書

▽
地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け
た
国
民

的
運
動
の
推
進
を
求
め
る
意
見
書

　
可
決
さ
れ
た
議
案
（
委
員
会
提
出
）

　
規
則
関
係
（
１
件
）

▽
大
分
県
議
会
会
議
規
則
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

　
意
見
書
（
２
件
）

▽
行
政
書
士
に
行
政
不
服
審
査
法
に

係
る
不
服
審
査
手
続
の
代
理
権
の

付
与
を
求
め
る
意
見
書

▽
船
舶
事
故
に
よ
る
漁
業
被
害
救
済

基
金
創
設
及
び
法
制
度
の
整
備
を

求
め
る
意
見
書

　
　
意
見
書
は
、
議
長
名
で
衆
参
両

院
議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
及
び
担

当
大
臣
あ
て
送
付
し
ま
し
た
。

　
採
択
さ
れ
た
請
願

▽
船
舶
の
所
有
者
等
の
責
任
の
制
限

に
関
す
る
法
律
の
適
用
海
域
に
お

け
る
船
舶
事
故
被
害
対
策
と
し
て
の

　
基
金
創
設
を
求
め
る
意
見
書
の
提

出
に
つ
い
て

▽
行
政
書
士
に
行
政
不
服
審
査
法
に

係
る
不
服
審
査
手
続
の
代
理
権
の

付
与
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に

つ
い
て

可
決
・
承
認
さ
れ
た
主
な
議
案
等

（
知
事
提
出
）　

　　
条
例
関
係
（
７
件
）

▽
大
分
県
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
報
　
　
告
（
４
件
）

▽
平
成
19
年
度
大
分
県
一
般
会
計
補

正
予
算（
第
４
号
）に
つ
い
て
　
ほ
か

　
そ
の
他
（
４
件
）

▽
工
事
委
託
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
か

耐震診断及び耐震改修計画

県立学校

公立小・中学校

100.0％

99.4％

66.9％

60.1％

簡易な耐震診断を
含めた診断率 耐震化率 今後の方針

今後５年以内を目途に改修す
る。特に、大規模地震で倒壊
の危険性が高い建物について
は、最優先する。

地震防災特別措置法が改正され
国庫補助率が引き上げられた。
市町村に対し、積極的に働きか
けをしていく。

求 人 情 報

地方就職支援センター 県内各ハローワーク

おおいた人材Uターンセンター
大分県人材定住情報システム

情
報
提
供

人
材
紹
介

相
　
談

登
　
録

U ・ I タ ー ン 希 望 者
情
報
提
供

企
業
紹
介

情
報
提
供情

報
交
換

相
　
談

登
　
録

人材登録台帳

事業所台帳

連
携

連
携

大分ＵＪＩターンポータルサイト　http://www.pref.oita.jp/10500/uji

豊の国Ｕターンコーナー
●銀座おおいた情報館
●大分県大阪事務所
●大分県福岡事務所

問答
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群馬県議会で説明を受ける政策活性化協議会の委員

・人のために働いている議員さんを見て感動しました。私の夢は、
警察官になることなので、議員さんみたいに世に貢献できる人
になりたい。　　　　　　　　　　　　　　（香下 　華澄さん）
・大人になったらしっかりと税を納め、選挙にもちゃんと行きたい。                         
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西山 茄菜恵さん）
・今、県のためにできることは、学校で色々な知識を得ること。
勉強を頑張りたい。　　　　　　　　　　　（赤塚　 千佳さん）
・議員さんも一所懸命、大分を変えようと頑張っている。私たち
も何か小さな事でも良いので役に立ちたい。（小野 佳緒里さん）
・普段の学校生活で校則などしっかり守るようにして、社会生活で
もそのことを生かしていきたい。　　　　　　（河野 　道子さん）
・少年ソフトボールで国体強化のために支援していただき、ありが
たく思っている。応援してくださっている大分県の人に感謝の気
持ちを込めて優勝に向かって日々努力する。　（井原　 晴己さん）
・議員に対して、堅いイメージを持っていたが、親しみやすく、
楽しく講座を聴くことができた。　　　　　（田口　 佳弥さん）
・大分県民として社会のため大きな目標を持って高校生活を過ごし
たい。 　　　　　　　　　　　　　　　　（姫野　 良和さん）
・教育に係る経費が莫大だとわかった。公共のものである東高校
を大切にしていきたい。社会に出て、恥ずかしくない大人になり
たい。　　　　　　　　　　　　　　　　　（芝　　 真由さん）

　
一
　
政
策
条
例
の
検
討

　
　
①
食
と
農
林
水
産
業
の
振
興

　
　
　
条
例

　
　
②
も
の
づ
く
り
振
興
条
例

　
　
③
防
災
対
策
推
進
条
例

　
　
④
基
本
計
画
議
会
議
決
条
例

　
　
⑤
議
会
基
本
条
例

　
二
　
政
策
提
言
の
検
討

　
　
①
道
州
制
に
つ
い
て

　
　
②
自
治
基
本
条
例
に
つ
い
て

　
三
　
議
会
改
革
の
検
討

　
　
①
議
案
質
問
日
の
設
定
及
び

　
　
　
一
般
質
問
枠
に
つ
い
て

　
　
②
定
例
会
の
召
集
回
数
及
び

　
　
　
会
期
の
見
直
し
に
つ
い
て

　
　
③
議
員
調
査（
県
内
外
・
海
外

　
　
　
に
つ
い
て

　
５
月
30
日
に
阿
部
議
長
か
ら
次
の

テ
ー
マ
に
つ
い
て
諮
問
を
受
け
た
。

◆
先
進
事
例
調
査

　
７
月
14
日
〜
15
日
、「
も
の
づ
く

り
振
興
条
例
」
と
「
基
本
計
画
議
会

議
決
条
例
」
の
調
査
研
究
の
た
め
群

馬
県
を
、「
食
と
農
林
水
産
業
の
振

興
条
例
」
の
調
査
研
究
の
た
め
長
野

県
を
訪
問
し
た
。

　
群
馬
県
で
は
、
製
造
業
を
中
心
と

す
る
も
の
づ
く
り
産
業
の
基
盤
強
化

と
、
新
産
業
の
創
出
を
目
的
に
、
全

国
で
初
め
て
「
群
馬
県
も
の
づ
く
り
・

新
産
業
創
出
基
本
条
例
」
を
平
成
13

年
に
、
20
年
３
月
に
は
「
行
政
に
係

る
基
本
計
画
の
議
決
等
に
関
す
る
条

例
」
を
制
定
し
た
。
ま
た
、
長
野
県

で
は
農
産
物
産
出
額
の
伸
び
悩
み
に

危
機
感
を
持
っ
た
議
員
が
「
食
と
農

業
農
村
振
興
の
県
民
条
例
」
を
制
定

し
た
。
条
例
制
定
に
伴
う
課
題
な
ど

大
い
に
参
考
に
な
っ
た
。

　
７
月
８
日
に
県
立
大
分
東
高
等
学

校
（
花
宮
邦
高
校
長
）
で
阿
部
議
長

と
２
人
の
広
報
委
員
、
平
岩
純
子
議

員
、
堤
栄
三
議
員
、
文
教
警
察
委
員

長
の
麻
生
栄
作
議
員
が
一
年
生
１
５
７

名
を
対
象
に
県
議
会
の
仕
組
み
や
予

算
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
、
そ
の
後
、

意
見
交
換
を
行
っ
た
。

県
民
に

身
近
で
わ
か
り
や
す
い

県
議
会
を
め
ざ
し
て
〜

政
策
・
活
性
化
協
議
会
の
動
き

議
員
出
前
講
座

　
　
　
　 

〜
大
分
東
高
等
学
校

生 徒 の 声
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県
議
会
の
傍
聴

　
本
会
議
や
委
員
会
の
傍
聴
を
ご
希

望
の
方
は
、
日
程
を
確
認
の
上
、
当
日
、

県
議
会
受
付
ま
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
本
会
議
場
で
の
傍
聴
に
つ

い
て
は
、
盲
導
犬
等
の
同
伴
が
で
き

ま
す
。

　
手
話
通
訳
又
は
要
約
筆
記
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
本
会
議
の
前
日
ま
で

に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

：

議
会
事
務
局
議
事
課

　
　
０
９
７‐

５
０
６‐

５
０
２
１

企
業
も
あ
り
、　
実
施
に
つ
い
て
検

討
す
る
。

学
校
施
設
の
耐
震
診
断
及
び

耐
震
改
修
計
画
に
つ
い
て

　
可
決
・
承
認
さ
れ
た
議
案

（
議
員
提
出
）　

　
意
見
書
（
７
件
）

▽
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
施
策
の

積
極
的
な
展
開
を
求
め
る
意
見
書

▽
道
路
整
備
財
源
の
確
保
に
関
す
る

意
見
書

▽
急
傾
斜
地
崩
落
対
策
事
業
に
お
け

る
採
択
基
準
の
緩
和
を
求
め
る
意

見
書

▽
長
寿
医
療
制
度
（
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
）
に
関
す
る
意
見
書

▽「
嫡
出
推
定
」
に
関
す
る
民
法
改
正

と
救
済
対
象
の
拡
大
を
求
め
る
意

見
書

▽
携
帯
電
話
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
を

求
め
る
意
見
書

▽
地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け
た
国
民

的
運
動
の
推
進
を
求
め
る
意
見
書

　
可
決
さ
れ
た
議
案
（
委
員
会
提
出
）

　
規
則
関
係
（
１
件
）

▽
大
分
県
議
会
会
議
規
則
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

　
意
見
書
（
２
件
）

▽
行
政
書
士
に
行
政
不
服
審
査
法
に

係
る
不
服
審
査
手
続
の
代
理
権
の

付
与
を
求
め
る
意
見
書

▽
船
舶
事
故
に
よ
る
漁
業
被
害
救
済

基
金
創
設
及
び
法
制
度
の
整
備
を

求
め
る
意
見
書

　
　
意
見
書
は
、
議
長
名
で
衆
参
両

院
議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
及
び
担

当
大
臣
あ
て
送
付
し
ま
し
た
。

　
採
択
さ
れ
た
請
願

▽
船
舶
の
所
有
者
等
の
責
任
の
制
限

に
関
す
る
法
律
の
適
用
海
域
に
お

け
る
船
舶
事
故
被
害
対
策
と
し
て
の

　
基
金
創
設
を
求
め
る
意
見
書
の
提

出
に
つ
い
て

▽
行
政
書
士
に
行
政
不
服
審
査
法
に

係
る
不
服
審
査
手
続
の
代
理
権
の

付
与
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に

つ
い
て

可
決
・
承
認
さ
れ
た
主
な
議
案
等

（
知
事
提
出
）　

　　
条
例
関
係
（
７
件
）

▽
大
分
県
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
報
　
　
告
（
４
件
）

▽
平
成
19
年
度
大
分
県
一
般
会
計
補

正
予
算（
第
４
号
）に
つ
い
て
　
ほ
か

　
そ
の
他
（
４
件
）

▽
工
事
委
託
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
か

耐震診断及び耐震改修計画

県立学校

公立小・中学校

100.0％

99.4％

66.9％

60.1％

簡易な耐震診断を
含めた診断率 耐震化率 今後の方針

今後５年以内を目途に改修す
る。特に、大規模地震で倒壊
の危険性が高い建物について
は、最優先する。

地震防災特別措置法が改正され
国庫補助率が引き上げられた。
市町村に対し、積極的に働きか
けをしていく。

求 人 情 報

地方就職支援センター 県内各ハローワーク

おおいた人材Uターンセンター
大分県人材定住情報システム

情
報
提
供

人
材
紹
介

相
　
談

登
　
録

U ・ I タ ー ン 希 望 者
情
報
提
供

企
業
紹
介

情
報
提
供情

報
交
換

相
　
談

登
　
録

人材登録台帳

事業所台帳

連
携

連
携

大分ＵＪＩターンポータルサイト　http://www.pref.oita.jp/10500/uji

豊の国Ｕターンコーナー
●銀座おおいた情報館
●大分県大阪事務所
●大分県福岡事務所
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群馬県議会で説明を受ける政策活性化協議会の委員

・人のために働いている議員さんを見て感動しました。私の夢は、
警察官になることなので、議員さんみたいに世に貢献できる人
になりたい。　　　　　　　　　　　　　　（香下 　華澄さん）
・大人になったらしっかりと税を納め、選挙にもちゃんと行きたい。                         
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西山 茄菜恵さん）
・今、県のためにできることは、学校で色々な知識を得ること。
勉強を頑張りたい。　　　　　　　　　　　（赤塚　 千佳さん）
・議員さんも一所懸命、大分を変えようと頑張っている。私たち
も何か小さな事でも良いので役に立ちたい。（小野 佳緒里さん）
・普段の学校生活で校則などしっかり守るようにして、社会生活で
もそのことを生かしていきたい。　　　　　　（河野 　道子さん）
・少年ソフトボールで国体強化のために支援していただき、ありが
たく思っている。応援してくださっている大分県の人に感謝の気
持ちを込めて優勝に向かって日々努力する。　（井原　 晴己さん）
・議員に対して、堅いイメージを持っていたが、親しみやすく、
楽しく講座を聴くことができた。　　　　　（田口　 佳弥さん）
・大分県民として社会のため大きな目標を持って高校生活を過ごし
たい。 　　　　　　　　　　　　　　　　（姫野　 良和さん）
・教育に係る経費が莫大だとわかった。公共のものである東高校
を大切にしていきたい。社会に出て、恥ずかしくない大人になり
たい。　　　　　　　　　　　　　　　　　（芝　　 真由さん）

　
一
　
政
策
条
例
の
検
討

　
　
①
食
と
農
林
水
産
業
の
振
興

　
　
　
条
例

　
　
②
も
の
づ
く
り
振
興
条
例

　
　
③
防
災
対
策
推
進
条
例

　
　
④
基
本
計
画
議
会
議
決
条
例

　
　
⑤
議
会
基
本
条
例

　
二
　
政
策
提
言
の
検
討

　
　
①
道
州
制
に
つ
い
て

　
　
②
自
治
基
本
条
例
に
つ
い
て

　
三
　
議
会
改
革
の
検
討

　
　
①
議
案
質
問
日
の
設
定
及
び

　
　
　
一
般
質
問
枠
に
つ
い
て

　
　
②
定
例
会
の
召
集
回
数
及
び

　
　
　
会
期
の
見
直
し
に
つ
い
て

　
　
③
議
員
調
査（
県
内
外
・
海
外

　
　
　
に
つ
い
て

　
５
月
30
日
に
阿
部
議
長
か
ら
次
の

テ
ー
マ
に
つ
い
て
諮
問
を
受
け
た
。

◆
先
進
事
例
調
査

　
７
月
14
日
〜
15
日
、「
も
の
づ
く

り
振
興
条
例
」
と
「
基
本
計
画
議
会

議
決
条
例
」
の
調
査
研
究
の
た
め
群

馬
県
を
、「
食
と
農
林
水
産
業
の
振

興
条
例
」
の
調
査
研
究
の
た
め
長
野

県
を
訪
問
し
た
。

　
群
馬
県
で
は
、
製
造
業
を
中
心
と

す
る
も
の
づ
く
り
産
業
の
基
盤
強
化

と
、
新
産
業
の
創
出
を
目
的
に
、
全

国
で
初
め
て
「
群
馬
県
も
の
づ
く
り
・

新
産
業
創
出
基
本
条
例
」
を
平
成
13

年
に
、
20
年
３
月
に
は
「
行
政
に
係

る
基
本
計
画
の
議
決
等
に
関
す
る
条

例
」
を
制
定
し
た
。
ま
た
、
長
野
県

で
は
農
産
物
産
出
額
の
伸
び
悩
み
に

危
機
感
を
持
っ
た
議
員
が
「
食
と
農

業
農
村
振
興
の
県
民
条
例
」
を
制
定

し
た
。
条
例
制
定
に
伴
う
課
題
な
ど

大
い
に
参
考
に
な
っ
た
。

　
７
月
８
日
に
県
立
大
分
東
高
等
学

校
（
花
宮
邦
高
校
長
）
で
阿
部
議
長

と
２
人
の
広
報
委
員
、
平
岩
純
子
議

員
、
堤
栄
三
議
員
、
文
教
警
察
委
員

長
の
麻
生
栄
作
議
員
が
一
年
生
１
５
７

名
を
対
象
に
県
議
会
の
仕
組
み
や
予

算
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
、
そ
の
後
、

意
見
交
換
を
行
っ
た
。

県
民
に

身
近
で
わ
か
り
や
す
い

県
議
会
を
め
ざ
し
て
〜

政
策
・
活
性
化
協
議
会
の
動
き

議
員
出
前
講
座

　
　
　
　 

〜
大
分
東
高
等
学
校

生 徒 の 声
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一
　
般
　
質
　
問

　
質
問
項
目
は
、
一
人
２
項
目
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。県

民
ク
ラ
ブ

　
賀
来
　
和
紘 

議
員

▼
地
球
温
暖
化
対
策

▼
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

　
　
　
　
　
　 自

由
民
主
党

　
大
友
　
一
夫 

議
員

　
　
　
　
　

▼
道
路
特
定
財
源

▼
指
定
管
理
者
制
度

県
民
ク
ラ
ブ

　
　
久
原
　
和
弘 

議
員

▼
高
校
後
期
再
編
整
備
計
画

▼
農
業
問
題

自
由
民
主
党

　
嶋
　
　
幸
一 

議
員

▼
社
会
資
本
の
維
持
管
理

▼
教
育
行
政

自
由
民
主
党

　
　
　
　
　
　 

首
藤
　
勝
次 

議
員

▼
小
規
模
集
落
対
策

▼
畜
産
振
興

県
民
ク
ラ
ブ

深
津
　
栄
一 

議
員

▼
ひ
き
こ
も
り
対
策

▼
有
害
鳥
獣
対
策自

由
民
主
党

佐
々
木 

哲
也 

議
員

▼
地
方
分
権
改
革

▼
農
業
分
野
へ
の
企
業
誘
致

自
由
民
主
党

佐
藤 

健
太
郎 

議
員

▼
地
震
防
災
対
策

▼
漁
村
の
振
興

県
民
ク
ラ
ブ

首
藤
　
隆
憲 

議
員

▼
行
財
政
改
革

▼
観
光
振
興

無
所
属
の
会

高
村
　
清
志 

議
員

▼
も
の
づ
く
り
産
業
の
振
興
策

▼
人
材
育
成
・
人
材
確
保
策

自
由
民
主
党

毛
利
　
正
徳 

議
員

▼
防
災
体
制
づ
く
り

▼
民
間
人
校
長
の
活
用

公
明
党

河
野
　
成
司 

議
員

▼
少
子
高
齢
化
問
題

▼
格
差
社
会
問
題

国
民
体
育
大
会
・
国
民
障

害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
閉
会

後
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
マ
ス
コ
ッ

ト
「
め
じ
ろ
ん
」
の
活
用

両
大
会
開
催
を
通
じ
て
良
い

宝
物
が
で
き
た
。

　
一
つ
は
県
民
総
参
加
で
盛
り
上
げ

る
た
め
各
地
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活

躍
し
て
い
る
こ
と
。
こ
れ
か
ら
も
地

域
の
発
展
の
た
め
活
動
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

　
も
う
一
つ
は
、
め
じ
ろ
ん
。
県
の

鳥
「
め
じ
ろ
」
に
ち
な
ん
で
大
分
県

の
天
然
自
然
の
豊
か
さ
を
象
徴
し
、

「
か
わ
い
く
て
ガ
ン
バ
ル
」
一
所
懸

命
さ
を
表
現
し
た
も
の
と
し
て
大
会

の
Ｐ
Ｒ
に
活
躍
し
て
い
る
。

　
両
大
会
開
催
を
知
ら
な
く
て
も
、

め
じ
ろ
ん
を
知
っ
て
い
る
人
が
多
い
。

　
折
角
の
財
産
だ
か
ら
県
の
Ｐ
Ｒ
や

地
域
の
皆
さ
ん
の
元
気
の
象
徴
と
し

て
活
用
で
き
な
い
か
、
県
民
の
皆
さ

ん
の
ご
意
見
を
聞
き
な
が
ら
検
討
す

る
。

人
材
確
保
の
た
め
の
Ｕ
・
Ｉ

タ
ー
ン
対
策

大
分
市
に
「
お
お
い
た
人
材

Ｕ
タ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
」
を
設

置
す
る
と
と
も
に
人
材
定
住
情
報
シ

ス
テ
ム
を
活
用
し
た
マ
ッ
チ
ン
グ
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
の
シ
ス
テ
ム

を
利
用
し
て
19
年
度
は
１
１
０
名
の

方
が
県
内
企
業
に
就
職
し
た
。

　
20
年
度
、
新
た
に
就
職
支
援
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
を
構
築
し
て
、
県
内
企
業

の
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
や
求
め
る

人
材
像
な
ど
の
情
報
発
信
に
取
り
組

む
こ
と
に
し
て
い
る
。
大
都
市
部
で

の
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
フ
ェ
ア
に
つ
い
て

は
、
18
年
度
か
ら
福
岡
市
で
実
施
し

て
い
る
が
、
東
京
で
の
開
催
を
望
む

問

問

答

答

中
津
市
地
域
総
合
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
ソ
ー
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

恒
任
　
　
徹
さ
ん

　
高
齢
者
や
障
害
者
等
の
相
談
事
業

を
し
て
い
る
が
、
地
域
の
つ
な
が
り

が
希
薄
に
な
っ
て
い
る
。

　
合
併
で
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
一
元
化

し
た
が
、
地
域
に
あ
っ
た
施
策
や
シ

ス
テ
ム
づ
く
り
が
、
地
域
格
差
を
少

な
く
す
る
。

社
会
福
祉
法
人
こ
こ
ろ
の
樹

理
事
長寄

村 

　
仁
子
さ
ん

　
障
害
者
自
立
支
援
法
に
よ
る
、
障

が
い
者
に
対
す
る
様
々
な
就
労
施
策

は
評
価
す
る
が
、
障
が
い
が
重
い

方
々
の
対
策
が
不
十
分
。

　
地
域
に
よ
っ
て
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

種
類
等
に
差
が
あ
る
。
地
域
任
せ
で

は
な
く
県
が
関
与
し
て
ほ
し
い
。
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
水
辺
に
遊
ぶ
会

理
事
長 

　
　
　
　
　
　
足
利 

由
紀
子
さ
ん

　
中
津
干
潟
及
び
豊
前
海
の
環
境
・

生
物
調
査
、海
岸
清
掃
等
を
通
じ
て
、

地
域
の
自
然
に
関
心
を
持
つ
人
を
増

や
し
、
海
の
環
境
を
改
善
す
る
活
動

を
し
て
い
る
。
海
は
国
・
県
・
市
と

い
う
縦
割
り
で
は
な
く
、
漁
業
、
土

木
、
環
境
な
ど
の
横
の
つ
な
が
り
で

保
全
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

松
本
イ
モ
リ
谷
苦
楽
分
・

ま
つ
ぼ
っ
く
り
農
園

荷
宮
　 

英
二
さ
ん 

　
小
学
校
の
統
合
が
問
題
と
な
っ
て

い
る
。
将
来
の
地
域
づ
く
り
を
担
う

人
づ
く
り
の
た
め
に
も
学
校
の
問
題

は
重
要
で
あ
る
。

　
地
域
の
担
い
手
確
保
の
た
め
、
村

お
こ
し
を
行
う
公
益
的
事
業
が
必
要

で
あ
る
。
こ
の
た
め
企
業
組
合
法
人

「
百
笑
一
喜
」
を
立
ち
上
げ
た
。
　

　
　
　
　
　
　

農
　
業吉

澤
　 

貴
樹
さ
ん

　
農
業
に
夢
と
希
望
を
持
っ
て
飛
び

込
ん
だ
若
者
も
多
数
い
る
の
で
、
サ

ポ
ー
ト
を
お
願
い
す
る
。

　
県
は
農
業
産
出
額
を
上
げ
る
た
め

の
政
策
を
推
進
し
て
い
る
が
、
振
興

作
目
以
外
の
作
目
づ
く
り
に
も
、
支

援
を
し
て
ほ
し
い
。

農
　
業仲

井
　 

貞
一
さ
ん

　
燃
油
や
肥
料
の
高
騰
は
個
々
の
農

家
の
努
力
の
限
界
を
超
え
て
い
る
。

食
の
安
全
の
確
保
と
食
料
自
給
率
を

上
げ
る
た
め
、
農
業
に
補
助
金
を
つ

け
て
ほ
し
い
。

　
県
と
農
業
団
体
は
一
体
と
な
っ

て
、
農
業
で
頑
張
っ
て
い
る
人
に
手

厚
い
支
援
を
し
て
ほ
し
い
。

久
恒
森
林
株
式
会
社
専
務

久
恒 

雄
一
郎
さ
ん

　
木
材
の
利
用
促
進
が
進
ん
で
も
、

環
境
保
全
な
ど
山
の
持
つ
多
面
的
機

能
を
守
れ
な
い
。
環
境
や
景
観
に
や

さ
し
い
林
業
活
動
の
支
援
を
し
て
ほ

し
い
。

　
林
業
は
環
境
・
建
築
・
バ
イ
オ
な

ど
他
産
業
と
も
関
係
が
深
い
。
県
の

資
源
価
値
を
高
め
る
た
め
、
組
織
横

断
的
な
取
り
組
み
を
し
て
ほ
し
い
。

浜
の
輪
フ
レ
ン
ド

岡
崎
　
　 

都
さ
ん

　
地
元
を
元
気
に
、
中
津
の
名
産
を

つ
く
り
た
い
と
い
う
思
い
で
、
県
の

「
ワ
ン
コ
イ
ン
ふ
る
さ
と
求
評
会
」

に
応
募
し
た
。「
ベ
タ
の
一
夜
干
し
」

と
「
ベ
タ
の
か
ら
か
ら
干
し
」
が
２

年
連
続
最
優
秀
と
な
っ
た
。

　
地
域
の
活
性
化
の
た
め
設
備
を
拡

充
し
た
い
の
で
、
県
の
指
導
や
補
助

を
お
願
い
し
た
い
。
　

豊
後
高
田
市
昭
和
の
町

新
町
２
丁
目
商
店
街
会
長

　
　
　
　
　
　 

清
末
　 

浩
一
さ
ん

　
若
手
を
中
心
に
起
業
家
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
が
、

ネ
ッ
ク
の
一
つ
が
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
。

　
民
間
で
資
金
調
達
で
き
る
仕
組
み

を
考
え
て
い
る
。
民
間
が
基
本
だ
が
、

行
政
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
も
お
願
い
し

た
い
。

宇
佐
市
工
業
連
合
会
会
長

 

岡
本
　 

勝
美
さ
ん

　
自
動
車
産
業
の
経
済
効
果
は
大
き

く
、
県
民
に
自
動
車
関
連
産
業
の
下

請
け
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
よ
う
ア
ピ

ー
ル
し
て
ほ
し
い
。

　
地
場
企
業
に
進
出
企
業
並
み
の
有

利
な
融
資
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
補
助

制
度
を
設
け
て
ほ
し
い
。

出
前
県
議
会
「
議
員
と
語
ろ
う

                  

イ
ン
北
部
地
域
」

 

「
県
北
部
（
中
津
市
、豊
後
高
田
市
、

宇
佐
市
）
の
地
域
振
興
」
を
テ
ー
マ

に
、
地
域
の
各
分
野
で
活
躍
さ
れ
て

い
る
10
名
の
方
々
と
県
議
会
か
ら
阿

部
議
長
、
近
藤
副
議
長
、
広
報
委
員

や
地
元
の
議
員
13
名
が
出
席
し
、
活

発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。
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成
20
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第
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例
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第
２
回
定
例
県
議
会
は
、
６
月
17

日
に
開
会
し
、
７
月
１
日
ま
で
の
15

日
間
に
わ
た
り
開
催
し
た
。

　
開
会
後
、
冒
頭
に
広
瀬
知
事
及
び

波
多
野
教
育
委
員
長
か
ら
教
員
採
用

に
係
る
贈
収
賄
容
疑
で
県
教
育
委
員

会
職
員
等
が
逮
捕
さ
れ
、
教
育
行
政

に
対
す
る
県
民
の
信
頼
を
裏
切
っ
た

こ
と
に
つ
い
て
陳
謝
が
あ
っ
た
。

　
阿
部
議
長
か
ら
の
諸
般
の
報
告
に

続
き
、
牧
野
議
会
運
営
委
員
長
か
ら

本
会
議
で
の
議
論
の
内
容
を
県
民
に

わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め
、
質
問
答

弁
方
式
に
一
問
一
答
方
式
や
分
割
方

式
を
取
り
入
れ
る
た
め
の
県
議
会
会

議
規
則
の
一
部
改
正
が
提
案
さ
れ
、

可
決
さ
れ
た
。

　
広
瀬
知
事
か
ら
、①
地
震
減
災
プ

ラ
ン
の
策
定
、②
道
路
特
定
財
源
を

巡
る
動
き
、③
大
分
県
農
業
協
同
組

合
を
後
押
し
す
る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

委
員
会
の
設
置
の
報
告
が
な
さ
れ
、

条
例
改
正
等
の
提
案
理
由
説
明
が
あ

っ
た
。

　
６
月
23
日
か
ら
３
日
間
に
わ
た
っ

て
行
わ
れ
た
一
般
質
問
に
は
、
12
名

の
議
員
が
登
壇
し
、
福
祉
、
医
療
、

農
林
水
産
、
教
育
等
の
問
題
に
つ
い

て
、
８
名
の
議
員
が
一
問
一
答
方
式

で
、
４
名
の
議
員
が
分
割
方
式
で
質

問
を
行
い
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ

た
。

　
傍
聴
者
に
は
テ
ン
ポ
も
よ
く
、
議

論
の
内
容
が
わ
か
り
や
す
い
と
好
評

だ
っ
た
が
、
白
熱
し
た
議
論
の
た
め

に
予
定
し
て
い
た
質
問
を
省
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
議
員
も
い
た
。

今
後
検
討
す
べ
き
課
題
も
あ
っ
た

が
、
県
民
に
身
近
で
わ
か
り
や
す
い

県
議
会
の
大
き
な
一
歩
を
踏
み
出
し

た
。

　 

各
常
任
委
員
会
は
、
６
月
26
日

に
開
催
し
、
付
託
さ
れ
た
議
案
・
請

願
に
つ
い
て
具
体
的
な
審
査
を
行
っ

た
。

　
最
終
日
に
は
、
各
常
任
委
員
長
の

審
査
結
果
報
告
、
討
論
が
行
わ
れ
、

採
決
の
結
果
、
知
事
提
出
議
案
が
原

案
ど
お
り
可
決
・
同
意
さ
れ
、
提
出

さ
れ
た
請
願
２
件
が
採
択
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
議
員
提
出
議
案
等
11
件
が

提
出
さ
れ
、
９
件
を
可
決
し
、
今
定

例
会
に
付
議
さ
れ
た
す
べ
て
の
審
議

を
終
了
し
た
。

　 

◇
　
◇
　
◇
　
◇
　
◇
　
◇

　
今
年
度
か
ら
始
め
た
議
員
出
前
講

座
が
７
月
８
日
、
大
分
県
立
大
分
東

高
等
学
校
で
行
わ
れ
、
一
年
生
１
５
７

人
に
議
会
の
仕
組
み
や
役
割
な
ど
を

説
明
し
た
。（
４
ペ
ー
ジ
）

　
７
月
18
日
に
は
、
宇
佐
市
で
出
前

県
議
会
を
行
い
、
北
部
地
域
の
振
興

に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換
が
さ

た
。（
５
ペ
ー
ジ
）

　
今
後
の
動
き

◆
特
別
委
員
会
開
催

・
地
域
・
産
業
活
性
化
特
別
委
員
会

　
８
月
28
日（
木
）

・
行
財
政
改
革
特
別
委
員
会

・
安
全･

安
心
な
大
分
づ
く
り
特
別
委

員
会

・
お
お
い
た
ブ
ラ
ン
ド
推
進
特
別
委
員
会

　
９
月
９
日（
火
）

◆
出
前
県
議
会
「
議
員
と
語
ろ
う
イ
ン

西
部
地
域
」
の
開
催

日
　
時
　
11
月
18
日（
火
）

　
　
　
　
13
時
〜
15
時
30
分

場
　
所
　
日
田
市
　
パ
ト
リ
ア
日
田

テ
ー
マ
　
県
西
部
の
地
域
振
興

傍
　
聴
　
ど
な
た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。

　
　
　
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
議
会
事
務
局
政
策
調
査
課

　
　
０
９
７

－

５
０
６

－
５
０
３
４

◆
平
20
年
第
３
回
定
例
会
の
日
程（
予
定
）

　
８
月
27
日（
水
）開
会

　
９
月
２
日（
火
）本
会
議（
一
般
質
問
）

　
　
　
３
日（
水
）本
会
議（
一
般
質
問
）

　
　
　
４
日（
木
）本
会
議（
一
般
質
問
）

　
　
　
５
日（
金
）常
任
委
員
会

　
　
　
８
日（
月
）文
教
警
察
委
員
会

　
　
　
10
日（
水
）閉
会

　
こ
れ
ま
で
の
動
き

◆
特
別
委
員
会
の
動
き

・
行
財
政
改
革
特
別
委
員
会

　
６
月
27
日（
金
）

・
県
立
病
院
、
企
業
局
、
地
域
づ
く
り

機
構
の
取
り
組
み
、
指
定
管
理
者
の

更
新

・
地
域･

産
業
活
性
化
特
別
委
員
会

　
６
月
９
日（
月
）

・
県
境
行
政
の
推
進
、
小
規
模
集
落
対
策

・
安
全･

安
心
な
大
分
づ
く
り
特
別
委
員
会

　
６
月
13
日（
金
）

・
地
球
温
暖
化
対
策
、環
境
教
育
、大
気
・

水
環
境
の
保
全
、
循
環
型
環
境
産
業

の
育
成
、
森
林
吸
収
源
対
策
、
資
源

循
環
型
の
農
林
水
産
業
の
取
り
組
み

・
お
お
い
た
ブ
ラ
ン
ド
推
進
特
別
委
員
会

　
６
月
27
日（
金
）

・
自
然
の
風
景
等
の
観
光
資
源
を
活
用

し
た
取
り
組
み
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推

進
、
九
州
観
光
推
進
機
構
と
の
連
携
、

宇
佐
・
国
東
八
幡
文
化
遺
産
登
録
の

取
り
組
み
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
、
東

ア
ジ
ア
諸
国
と
の
交
通
の
推
進
、
留

学
生
等
を
活
用
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
強
化

県
議
会
本
会
議
中
継

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
中
継
の
ほ
か
、

次
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
局
で
中
継
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
大
分
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
コ
ム

　
大
分
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
Ｃ
Ｔ
Ｂ
メ
デ
ィ
ア（
別
府
市
・
日
出
町
）

　
臼
杵
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト

　
Ｋ
Ｃ
Ｖ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ（
日
田
市
）

（
放
送
時
間
等
は
各
局
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
）

編

集

後

記

　
今
号
か
ら
題
字
は
、
大
分
県
高
等
学
校

文
化
連
盟
の
ご
協
力
に
よ
り
、
高
校
生
に

揮
毫
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
県
議
会
の
新
た
な
取
り
組
み
に
つ
い

て
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。
皆
様
方
の
ご
意

見
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
　
　 

（
貴
）

　
今
回
の
教
育
委
員
会
の
汚
職
事
件

は
、
県
民
に
と
っ
て
青
天
の
霹
靂
で
あ

る
。
行
政
執
行
の
監
視
機
関
で
あ
る
県

議
会
と
し
て
の
役
割
を
果
た
せ
な
か
っ

た
こ
と
、
そ
し
て
教
員
採
用
に
関
し
て

の
一
部
議
員
の
口
利
き
問
題
が
県
議
会

に
対
す
る
県
民
不
信
を
招
い
た
こ
と
を

県
議
会
と
し
て
反
省
し
、
県
民
の
負
託

に
応
え
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　
そ
こ
で
、
県
議
会
と
し
て
は
、
県
の

職
員
の
採
用
や
昇
任
及
び
転
任
、
さ
ら

に
は
入
学
試
験
、
各
種
資
格
試
験
等
に

関
し
て
特
定
の
者
の
利
益
に
な
る
よ
う

な
議
員
活
動
を
禁
止
す
る
こ
と
に
よ

り
、
県
民
の
県
議
会
に
対
す
る
信
頼
の

回
復
を
図
る
。

　
も
と
よ
り
議
員
活
動
は
、
議
員
が
自

ら
の
政
治
信
条
と
責
任
で
行
う
べ
き
も

の
で
あ
る
。
我
々
議
員
は
、
県
民
の
皆

様
の
率
直
な
要
望
を
こ
の
宣
言
で
閉
ざ

す
こ
と
な
く
政
治
活
動
を
行
う
こ
と
を

確
認
す
る
と
と
も
に
、
県
民
不
信
を
招

く
こ
と
の
な
い
議
員
活
動
に
努
め
る
こ

と
を
こ
こ
に
誓
う
。

　
　
　

　
全
員
協
議
会
開
催

　
８
月
18
日
、
県
議
会
議
員
に
よ
る
要

望
活
動
の
制
限
等
に
つ
い
て
、
全
員
協

議
会
を
開
催
し
た
。

　
阿
部
議
長
か
ら
、
教
員
採
用
な
ど
に

関
す
る
議
員
の
口
利
き
行
為
の
問
題
や

議
会
の
監
視
機
能
の
強
化
等
に
つ
い
て

提
案
を
行
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
各
会

派
が
討
論
を
行
い
、
採
決
し
た
。「
県
民

不
信
を
招
く
こ
と
の
な
い
議
員
活
動
を
誓

う
宣
言
（
案
）」
は
、
第
３
回
定
例
会
初

日
に
決
議
す
る
こ
と
と
し
、
８
月
27
日
決

議
を
行
っ
た
。

　
こ
の
他
、
議
長
が
議
会
運
営
委
員
会

に
諮
問
し
て
、
監
視
機
能
の
強
化
策
を

具
体
化
す
る
必
要
な
改
革
を
行
う
こ
と

や
、
文
教
警
察
委
員
会
に
お
い
て
、
教

育
委
員
会
の
汚
職
事
件
に
つ
い
て
集
中

審
議
を
行
う
こ
と
を
決
め
た
。

県
民
不
信
を
招
く
こ
と
の
な
い

議
員
活
動
を
誓
う
宣
言


